
第 10 回 海外日本語教育研究会 

インドネシア専門高校（観光日本語）教科書『インドネシアへようこそ』   発表者：小林佳代子（元派遣専門家：ジャカルタ日本語センター講師） 

学習者：専門高校観光部門観光サービス業務専攻（旅行社の窓口業務・ガイドの育成を目的としたコース）の生徒 
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カリキュラム改訂 
【目標】口頭コミュニケーションの育成

 場面・話題・機能シラバス 会話中心

 かなは読みのみ 漢字は学習しない

大まかな目標 例文、語彙の例のみ

問題点(1999 年の調査より) 
①教材の問題（カリキュラムに関係

なく教材を選び使用している） 

②教師の教授力・日本語力の問題。 

 解決方法 
①教材の開発 

②研修の実施 

教材開発 

しかし

学習目標の設定 

研修 地域支援

『シラバス集』 
 シラバス 例文 
 モデル会話 注意点 

『素材集』 
 シラバス集＋練習問題 

『教科書（試用版）』 
［構成]導入 基本練習 

   応用練習 まとめ 

『教科書』完成 

全国で試用

その結果を

もとに修正

カリキュラム改訂 

時間数の変更 

かなの書きの追加

首都圏研修 全国研修

第一回 
カリキュラムから教室活動へ

第二回 
『素材集』（作成中）を使用

第三回 
『素材集』（完成）を使用 

○青年日本語教師による

ティームティーチング

○青年日本語教師による

学校訪問 

○教師会・勉強会支援 

 

【専門高校の全国大会種目】

スキットコンテストの実施
第一回 
『素材集』を使用

第二回 
『教科書（試用

版）』を使用

教科書作成について 

 教育省との共同プロジェクト  

教師の日本語力・教授力を考慮 

→順番、練習方法 

 委員：首都圏の専門高校日本語教

師とセンター所属教師 

  （首都圏をモデル地区とする←

教師の半数が首都圏） 

    センター所属教師はアドバ

イザー。説明や練習問題等の

作成は専門高校の教師 

 手順：必要なものから段階的に作

成。全国の教師に使用しても

らい、修正しながら、教科書

の体裁に持っていく。 

成果 

委員：教授力の向上 

   教材開発力の向上 

   地域のリーダー 

（教師会の会長ほか） 

全国レベルでのリーダー 

（全国研修の講師として出講）

一般教師：カリキュラムに準拠した教

育の実施 

     教授力の向上 

     ネットワークの形成 

     （教師会・勉強会の発足）

以前のカリキュラム 

  構造シラバス 漢字学習 

コースの目的に

合っていない 

コースの 

目標に合致 

そこで！

現場での実施
現状の把握 

使用方法
フィードバック

現場での使用
フィードバック


